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発言し、行動する看護師・ケアマネジャー

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

昨
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
そ

の
影
響
が
た
ち
ま
ち
世
界
中
に
拡
が
る
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
の
構
造
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

日
本
も
電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
ば
か
り
か
食
料
品
な
ど

の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
て
、
食
糧
も
外
国
に
頼
っ

て
い
る
「
食
糧
輸
入
大
国
」
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
食
料
自
給
率
は

％
の

先
進
国
中
で
最
低
で
、
農
業
を
犠
牲
に
し
て
貿
易
の

自
由
化
を
推
し
進
め
た
結
果
で
す
。

昨
年
６
月
、
国
連
は
『
急
性
食
料
不
安
に
よ
る
早

期
警
告
』
と
い
う
報
告
で
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
世
界

ヵ
国
以
上
で
深
刻
な
飢
餓
が
発
生
す
る
」
と
警
告
し

ま
し
た
。

日
本
も
そ
の
一
つ
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
岸
田
政
権
に
は
「
食
の
安
全
保
障
」
の
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年

月
、
岸
田
首
相
は
「
専
守
防
衛
」
か
ら

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
に
転
換
し
、
今
後
５

年
間
で
防
衛
費
（
軍
事
費
）
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％
、
５

年
間
で

兆
円
に
す
る
と
し
ま
し
た
。
財
源
は
国

民
へ
の
増
税
で
す
。

「
専
守
防
衛
」
で
あ
れ
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」

で
あ
れ
、
軍
事
衝
突
の
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
外
交

で
す
。
今
回
の
「
安
保
３
文
書
」
改
正
は
、
ア
メ
リ

カ
と
同
じ
よ
う
に
、
岸
田
政
権
が
中
国
を
仮
想
敵
と

宣
言
し
た
こ
と
に
等
し
い
も
の
で
す
。

軍
事
力
に
よ
る
対
抗
が
愚
の
骨
頂
で
あ
る
こ
と
は

歴
史
が
証
明
し
て
い
ま
す
。
岸
田
首
相
は
ア
メ
リ
カ

の
思
惑
で
、
隣
り
の
中
国
と
「
事
を
構
え
る
」
こ
と

に
何
の
違
和
感
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
食
の
安
全
保
障
」
が
な
く
て
は
国
民
の
生
活
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
失
わ
れ
た

年
」
と
い
わ
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
国
民
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
の
に
、

軍
事
費
増
額
の
た
め
の
増
税
な
ど
は
大
間
違
い
で
す
。

岸
田
首
相
は
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
を
表
明

し
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
「
異
次
元
」
だ
の
「
骨
太
」

な
ど
と
大
げ
さ
な
言
葉
だ
け
で
中
身
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
防
衛
費
や
少
子
化
対
策
の
財
源
と
す
る
増

税
案
は
や
た
ら
と
具
体
的
で
す
。

解
散
総
選
挙
を
ち
ら
つ
か
せ
る
岸
田
政
権
は
「
過

半
数
を
確
保
」
で
「
信
任
を
得
た
」
と
し
て
増
税
に

踏
み
切
る
つ
も
り
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い

た
め
に
も
岸
田
政
権
に
Ｎ
Ｏ
！
を
突
き
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

荒
川
区
も
同
様
で
す
。
悪
政
に
抵
抗
し
、
今
年
を

「
新
た
な
増
税
元
年
」
に
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
国

会
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
議
会
か
ら
も
増
税
反
対
の

声
を
あ
げ
、
「
自
治
体
と
し
て
区
民
生
活
を
ど
う
守

る
の
か
」
を
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
ら
か
わ
元
気
ク
ラ
ブ

区
議
会
議
員河

内
ひ
と
み

◆正月は医療相談から始まりました。１月 日の
新型コロナ感染症による死者は過去最高の 人
を記録
◆岸田首相は昨年9月26日から新型コロナ感染者
の全数把握を見直ししました。65歳未満の基礎疾
患の無い人は陽性になった場合、自分で電子登録
をすることになりました。街頭宣伝していると、
スマホを持っていない、携帯電話もない人がいま
す。この人たちはあきらかに行政から取り残され
ます。
◆新型コロナ感染症が⒉類から5類に区分された
場合、医療費がかかります。3割の医療費負担で
薬代が3万円、初診料や検査代もかかります。具

合が悪くても受診できない人が増えるでしょう。
◆国の医療政策は、公的病院の統廃合を進め、25
年間で30.5万床も削減されました。しかも、コロ
ナ禍の2021年、国会では「病床削減・病院統廃
合法」という医療法の「改正」を与党などの賛成
多数で可決されました。今後、15万から20万の
病床が削減されることになります。削減には、１
床当たり最大で228万円補助金が付くのです。
◆荒川区は、女子医大移転によって大きな影響を
受けています。令和あらかわ病院の開設が遅れ
ています。入院が必要な区民の受入に早期開業を
求めていきます。
◆区民の命を守るために、医療や介護の現場の声、
利用者の声を届けていきます。



荒川区は「子どもの権利条例」をつくるた

めに、区民から広く意見を求める「パブリッ

クコメント」を行いました。子どもの権利は

親の出身地や国籍に関係なく守られなければ

なりません。しかし、貧困、性別、出身地、

国籍、障害等による差別や制限は後を絶ちま

せん。私は子どもたちの権利が守られて、安心した生活できる

ような地域をつくるためにも、よりよい条例ができるよう、荒

川区へ働きかけていきます。

区立幼稚園の存続を希望する

要望書のは主旨採択となりました。

教育委員会は、保護者の意見を

しっかり聞くという態度が見ら

れません。区立幼稚園しか受け

入れができなかった特別支援の

必要な子どもたちの行き場所が遠

くなることは子ども達への負担が

かかります。きめ細かな預かり保育

など問題が解決しなまま「廃園ありき」で物事を進めて

はいけません。地域住民や保護者が納得する議論の必要

性を9月議会で訴えました。

来年度募集では、定員7人未満の公立幼稚園は、南千

住第3幼稚園、町屋幼稚園、尾久幼稚園、東日暮里幼

稚園、汐入こども園の短中時間が該当します。7人未

満の園はクラス編制をしません。

現在特別支援の必要な子どもたちは全園で99人です。

廃園予定に入園中の子供たちは55人います。

他の人数の多い園に移動となった場合、きめ細やか

な手厚い幼児教育ができるのでしょう

か。こども達や地域住民にとって大き

なマイナスです。少人数だからこそ公

立の幼稚園の存続が必要です。
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1969年生まれ。淑徳大学教授。

社会保障審議会介護保険部会委員。

テレビコメンテーターとしても活躍中。

著者『高齢者は暮らしていけない』

『介護職がいなくなる』

『社会福祉原論～人口減少社会を見据えて』等

1961年2月静岡県西伊豆町出身●
静岡県立松崎高校卒●静岡市立看
護専門学校卒●日本医科大学付属
病院就職後、荒川区訪問看護事業、
「みやまえ訪問看護ステーション・
訪問看護ステーションみどり・く
まのまえ訪問サービスセンター・
NPO法人ケアサポートひだまり」
所長●自治労東京労働組合「地域福
祉ユニオン東京」書記次長●令和4年
度福祉・区民生活委員会●財政援助
団体調査特別委員会

インボイス制度は年商・年収1000万円以下の

小規模事業者・フリーランスに新たに税金を課

すための税度です。経営基盤の弱い事業者を守る

ためにつくられた「免税点制度」を政府自ら壊

す制度にほかなりません。私は、このような苛酷

な制度に反対しています。いますぐに登録する必

要はありません。義務もありません。資料があり

ますので相談してください。

●昨年10月から年収200万円以上の後期高齢者

の医療費窓口支払い1割➡2割負担

●24年介護保険改正➡介護保険料引き上げ

●後期高齢者保険料の引き上げが24年には

年収211万円以上、25年には年収153万円

以上に実施！

都内の消費者物価指数は4％超えです。社

会保障を値上げするということは医療や介護サー

ビスを受けられなくなることにつながります。

参加希望の方は、電話かメールでお申し込みください。

TEL/FAX 03-3894-2581・メール hidamari_no3@yahoo.co.jp

すべての子どもを取り残さない！
「子どもの権利条例」を作ります

後期高齢者の負担増に反対します！

区立幼稚園の廃園に反対です！

来年度の3歳児クラス編制は
必要です！

小規模事業者・フリーランスの経営と生
活を脅かすインボイス制度に反対します！


